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１．2016年3⽉期Q2連結決算結果①
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（第2四半期累計期間連結売上⾼推移）
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１．2016年3⽉期Q2連結決算結果②
連結損益計算書

実績 売上⽐ 増減額 増減率 実績 売上⽐

売上⾼ 6,172 100.0 +853 +16.0 5,319 100.0

　 売上原価 1,791 29.0 +289 +19.3 1,502 28.2

売上総利益 4,381 71.0 +563 +14.8 3,817 71.8

　 販管費 3,689 59.8 +364 +11.0 3,324 62.5

営業利益 691 11.2 +199 +40.5 492 9.3

　 営業外損益 △ 95 △ 1.5 △ 8 +9.4 △ 87 △ 1.6

経常利益 596 9.7 +191 +47.2 405 7.6

　 特別損益 △ 110 △ 1.8 △ 72 +189.8 △ 37 △ 0.7

四半期純利益※ 333 5.4 +117 +54.6 215 4.1

（単位：百万円、％）

15年3⽉期Q216年3⽉期Q2 前年同期⽐増減

※親会社株主に帰属する四半期純利益
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１．2016年3⽉期Q2連結決算結果③
主要品⽬別連結売上⾼

（単位：百万円、％） 実績 構成⽐ 増減額 増減率 実績 構成⽐

4,023 65.2 +365 +10.0 3,658 68.8

⼈⼯関節 1,828 29.6 +99 +5.8 1,729 32.5

⾻接合材料 1,300 21.1 +20 +1.6 1,280 24.1

脊椎固定器具 645 10.5 +268 +71.1 377 7.1

その他 248 4.0 △ 22 △ 8.4 271 5.1

2,149 34.8 +487 +29.3 1,661 31.2

⼈⼯関節 2,040 33.1 +471 +30.1 1,568 29.5

脊椎固定器具 108 1.7 +15 +17.3 92 1.7

6,172 100.0 +853 +16.0 5,319 100.0

⾃社製品売上⾼ 5,249 85.0 +1,048 +25.0 4,200 79.0

（注）⽶国販売額（千ﾄﾞﾙ） 17,684 +1,631 +10.2 16,053

（注）換算レート（円） 121.52 +18.02 103.50

合計

⽇本国内販売

⽶国販売（注）

16年3⽉期Q2 15年3⽉期Q2前年同期⽐増減

※ 当連結会計年度より集計⽅法を⼀部変更しております。なお、前年同四半期⽐は前期実績を新しい集計⽅法で計算し表⽰しております。
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前年同期営業利益⽐較分析
（単位：百万円）

15年3⽉期Q2累計
営業利益

492百万円

１．2016年3⽉期Q2連結決算結果④
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１．2016年3⽉期Q2連結決算結果⑤
予想値対⽐
2016年3⽉期第2四半期累計期間は、売上⾼が脊椎固定器具の販売好調に
より予想値を上回り、また売上原価が予想値を下回った事並びに医療⼯具の運
⽤改善等により減価償却費が予想値を下回った事等、販管費の削減が進んだ
事から、営業利益、経常利益及び当期純利益で⼤幅に予想値を上回った。

（単位：百万円）

連結
2016年3⽉期

第2四半期累計期間
当初予想値

2016年3⽉期
第2四半期累計期間

実績

売上⾼ 6,100 6,172 
営業利益 350 691 
経常利益 250 596 
当期純利益 120 333 
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２．2016年３⽉期連結業績予想①
連結損益計算書

予想 売上⽐ 増減額 増減率 実績 売上⽐

売上⾼ 13,350 100.0 +1,494 +12.6 11,855 100.0

　 売上原価 3,900 29.2 +331 +9.3 3,568 30.1

売上総利益 9,450 70.8 +1,163 +14.0 8,286 69.9

　 販管費 7,850 58.8 +858 +12.3 6,991 59.0

営業利益 1,600 12.0 +304 +23.5 1,295 10.9

　 営業外損益 △ 200 △ 1.5 +8 △ 4.1 △ 208 △ 1.8

経常利益 1,400 10.5 +313 +28.8 1,086 9.2

　 特別損益 △ 300 △ 2.2 △ 190 +174.5 △ 109 △ 0.9

当期純利益※ 730 5.5 +1,121 ⿊字転換 △ 391 △ 3.3

（単位：百万円、％）

15年3⽉期16年3⽉期 前期⽐増減

※親会社株主に帰属する当期純利益
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２．2016年３⽉期連結業績予想②
主要品⽬別連結売上⾼

（単位：百万円、％） 予想 構成⽐ 増減額 増減率 実績 構成⽐

8,900 66.7 +748 +9.2 8,151 68.8

⼈⼯関節 4,090 30.6 +251 +6.6 3,838 32.4

⾻接合材料 2,910 21.8 +46 +1.6 2,863 24.2

脊椎固定器具 1,470 11.0 +604 +69.8 865 7.3

その他 430 3.2 △ 154 △ 26.4 584 4.9

4,450 33.3 +746 +20.2 3,703 31.2

⼈⼯関節 4,230 31.7 +730 +20.9 3,499 29.5

脊椎固定器具 220 1.6 +15 +7.8 204 1.7

13,350 100.0 +1,494 +12.6 11,855 100.0

⾃社製品売上⾼ 11,480 86.0 +1,990 +21.0 9,489 80.0

（注）⽶国販売額（千ﾄﾞﾙ） 37,083 +3,425 +10.2 33,657

（注）換算レート（円） 120.00 +9.97 110.03

合計

⽇本国内販売

⽶国販売（注）

16年3⽉期 15年3⽉期前年同期⽐増減

※ 当連結会計年度より集計⽅法を⼀部変更しております。なお、前年同四半期⽐は前期実績を新しい集計⽅法で計算し表⽰しております。
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３．Topics①

⼈⼯股関節製品

Materialise 社との取引契約締結
Materialise社（本社：ベルギー Leuven）と3D技術を⽤いた⼈⼯股関節置換術に使⽤する患
者毎の⼿術器械（PMI：Patient Matched Instrument)に関しての取引契約を締結。
当該製品がターゲットとする⼈⼯股関節市場は、約600億円で整形外科市場の中で最も⼤きな
市場であり、当該⼿術器械を導⼊し、多様化する顧客ニーズへ対応することにより、中期経営
計画の注⼒製品である⼈⼯股関節製品の販売拡⼤に寄与する。

3D技術を⽤いたPMI
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⼈⼯股関節新製品『Alpine ヒップ ステム』薬事承認取得
⼈⼯股関節市場における当社が未だ参⼊しきれていないセグメントに投⼊する⼈⼯股関節製品
で、本製品の導⼊により⼈⼯股関節市場における主要なセグメントを網羅する事になる。本製
品は、⼩⽪切による⼿術において⼤腿⾻髄腔内へのステム設置が容易となり、患者様の QOL向
上を実現できる製品。当社の⼈⼯股関節製品群に新たなコンセプトの本製品が加わることによ
り、⼈⼯股関節販売の拡⼤に寄与する。

３．Topics②

⼈⼯股関節製品

『Alpine ヒップ ステム』
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（単位：百万円）

３．Topics③
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３．Topics④
ハローベストシステム

『ReSolveハロー システム CE』販売開始
Össur 社製「ReSolveハロー システム CE」は、ピン先端部に⾼強度、⾼絶縁性・低熱伝
導率のセラミックスを使⽤し、3.0T-MRI診断装置による撮影を⾏えることが特徴。既に販
売済みの「リゾルブ ハロー システム」へバリエーションの追加を⾏うもので、販売拡⼤に
寄与する。

Össur 社製
リゾルブ ハロー システム「ReSolveハロー システム CE」
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（単位：千ドル）

３．Topics⑤
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Q2累計
16年3⽉期

Q2累計
前年同期
増減率

KNEE $9,655K $10,597K +9.8％
HIP $5,091K $6,192K +21.6％


